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成⻑戦略の柱
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| 2013年の参⼊から始まったレアメタル回収事業の集⼤成
•レアメタル事業で培ったレアメタル回収技術の活用
•EVを中心としたリチウムイオン電池（LiB:Lithium-ion Battery）市場の拡⼤
•環境問題解決、持続可能な開発目標（SDGs）への貢献
•社会、環境、経済すべてに⼤きな将来性とビジネスチャンス

| リチウムイオン電池のリサイクルに一定の目途
・LiBの材料に使用されるレアメタルについて、メーカーでの評価試験をほぼ終了し、

2021年9月期から製品供給を開始する⾒通し
・廃LiBから主要⾦属を回収し、LiB原料へと再⽣する「LiB to LiB」の技術確⽴に

目途をつけ、「ふくしま産業復興企業⽴地補助⾦」の交付が決定

| 事業構成を⾒直すための経営資源の選択と集中への取り組み
・海外⼦会社の撤退や不採算事業の廃⽌
・新規事業であるLiB再⽣事業に経営資源を集中

LiB再生事業の早期収益化
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光学レンズからの
タンタル回収

これまでの歩み

3

FY2013 FY 2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020

特許取得件数

15件

新規参⼊

⽣産技術開発
センター設置

エマルションフロー法
実証実験成功

光学ガラス向け
タンタル販売開始

電⼦部品業界向け
タンタル販売開始

リチウムイオン
二次電池からの

レアメタル回収に挑戦

（含.消滅済み）
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レアメタルとは
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最先端デバイスに使用

燃料
電池

排気
ガス浄化

小 型
モータ

電子
部品

液 晶
 地球上の存在量が稀

 技術的理由で抽出困難

 経済的理由で抽出困難

■レアメタル
■レアアース

安定供給の確保が
政策的に重要な非鉄⾦属

※経済産業省による定義

二次
電池
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コバルト
コンゴ
⺠主共和国 71 ％ ロ  シ  ア 4 ％ 豪  州 4 ％ 79 ％

リチウム 豪  州 55 ％ チ  リ 23 ％ 中  国 10 ％ 88 ％

タングステン 中  国 82 ％ ベトナム 6 ％ モンゴル 2 ％ 90 ％

ニオブ ブラジル 88 ％ カナダ 10 ％ 98 ％

タンタル
コンゴ
⺠主共和国 41 ％ ルワンダ 21 ％ ブラジル 14 ％ 76 ％

レアアース 中  国 63 ％ 米国 12 ％ ミャンマー10 ％ 86 ％

資源名 資源の上位産出国（2019年） 上位３ヵ国
合計シェア

資源の偏在性
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出所︓MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2020

海外から調達せざるを得ない
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海外への
資源流出

課題 - 海外からの調達、海外への流出
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＜サプライチェーン＞

精錬所
工 場

（製造工程） 店 頭 消費者

• 安定量の確保
• 調達価格の変動

海外鉱山 海外業者

課

題
レアメタル含有物

• 貴重資源の流出
• 違法な廃棄処分

課

題

海外からの
資源調達
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海外からの
資源調達
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＜サプライチェーン＞

精錬所
工 場

（製造工程） 店 頭 消費者

• 調達リスク
• 海外輸送コスト
• 在庫の積み増し
• 品質調整不可

海外鉱山

課

題

海外への
資源流出

• 貴重資源の流出
• 技術の流出
• 違法な廃棄処分

海外業者

課

題

資源循環

アサカ理研

レアメタル含有物

原材料供給

地産地消+地再⽣
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LiBリサイクルビジネス
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| ビジネスモデル

| アサカ理研の強み

前駆体メーカー 正極材メーカー LiBメーカー

LiB市場

 LiB材料まで製造 ⇔ 他社は他用途（ステンレス材や磁性材）
 調達リスクを軽減 ⇔ 現状LiB原料はすべて海外輸⼊で海外情勢、COVID-19等の影響を受ける
 リチウムの高回収 ⇔ 他社は回収できても低回収率

アサカ理研
- 特徴 -
・独自技術で各元素を高回収
・LiB原料レベルまで精製
・Liの回収、精製に強い

前処理企業 解体、焼却、破砕などを
得意とする企業

商社 スキームに賛同し
物流・商流をサポート

 LiBスクラップからLiB材料の⽣産（LiB to LiB）を目指す
 各企業とアライアンスを組む事でより強固なスキームを構築する

LiB to LiB
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LiB市場予測
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| 市場規模推移（電池容量ベース）
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 市場全体が拡⼤するが特に⾞載用が牽引していく

※当社調べ

（単位:MWh） 2020年に⽐べ

約2.5倍
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LiB原料市場の予測

10

| LiB原料の需給バランス

 主原料であるコバルト、ニッケル、リチウムは2025年には供給不⾜に陥る
 原料価格は高騰し、リサイクル原料の需要が高まる
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| 供給が伸びない主な要因

 コバルト コンゴの情勢不安、コンゴ輸出関税の増税、中国輸出規制
 ニッケル 主産国であるインドネシア輸出規制とフィリピンの環境規制
 リチウム 塩湖周辺の環境対策、産出国の経済不安

※当社調べ

コバルト ニッケル リチウム（万t） （円/kg）
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投資計画
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Stage1 Stage2 Stage3
LiB部品の一部 LiB部品すべて LiB本体工場建設開始

Stage1〜３まで拡⼤していくには複数社との協業による
事業規模の拡⼤が必要

アサカ理研単独による
⽴ち上げ

2022 2023 2024 2025 20262020

| 投資計画

 LiB市場拡大と共に事業規模を拡大していく
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目指す姿
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| LiB材料の供給量

| 既存事業 + LiB再生事業

国内供給シェア

10％

売上高
（FY2020実績）

経常利益
現⾏の４倍74 億 現⾏の４倍

１ 億 現⾏の30倍

（FY2020実績）
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＜IRに関するお問い合わせ先＞

株式会社アサカ理研
管理本部 経営企画部 経営企画室

〒963-0725
福島県郡⼭市⽥村町⾦屋字マセ⼝47番地

TEL︓024（944）4744 
FAX︓024（944）4749
E-MAIL︓ ir@asaka.co.jp
URL︓http://www.asaka.co.jp/
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本書には、当社及び当社グループに関連する⾒通し、将来に関する計画、
経営目標などが記載されています。これらの将来の⾒通しに関する記述は
将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が
必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により、実際の
業績が本書の記載と著しく異なる可能性があります。

別段の記載がない限り、本書に記載されている財務データは日本において
一般に認められている会計原則に従って表示されています。当社は、将来の
事象などの発⽣にかかわらず、既に⾏っております今後の⾒通しに関する
発表等につき、開示規則により求められる場合を除き、必ずしも修正する
とは限りません。

本書はいかなる有価証券の取得の申込みの勧誘、売付けの申込み又は買付の
申込みの勧誘（以下「勧誘⾏為」という）を構成するものでも、勧誘⾏為を
⾏うためのものでもなく、いかなる契約、義務の根拠となり得るものでも
ありません。


